質　　問　　通　　告　　書
	
	№　　７

	提出年月日
	平成２９年９月　４日
	議席番号
	1４番
	氏　名
	野　内　　健　一

	大子町議会議長　　　鈴　木　陸　郎　　様

	質　　問　　方　　法
	一問一答方式

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　　（箇　条　書　き）

	1）がん予防につながる
	がんは１９８１年以降、日本で最も多い死因です。日本人の2人に

	「がん検診」の受診率
	1人が患い、3人に1人が亡くなるとされています。生活習慣の改善による

	向上に向けた取り組
	予防や、検診などによる早期発見・治療が重要です。医療の進歩により、

	　について
	がんを克服したり、仕事を続ける人も増えています。家族の理解はもち

	
	ろん企業や行政など周囲の支援も大切です。

	
	①大子町は、地域でのがん予防や検診の重要性についての普及啓発に

	
	　「がん予防推進員」や「がん検診推進サポーター」の育成や活動は、

	
	　どのような状況か。

	
	②町職員の受診率は、また受診しやすい環境は整っているか。

	
	③「胃がん」の早期発見に向けて、水戸市では中学2年生を対象に、ピ

	
	　ロリ菌検査を実施するとのことだが、町としてはどのように考えるか。

	
	

	2）来年度から実施の
	①改正介護保険法が今年の5月に成立し、平成30年度から実施される

	　改正介護保険法につ
	　とのことだが、何が変わって、どのような影響をうけるのか。

	　いて
	

	　　　　　　　　　　　　　　
	②来年度は医療の分野でも、6年に一度やって来る診療報酬の改定が同時

	
	　に実施されるが、介護と医療の連携はどのように変化してくるのか。

	
	

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上

	
	

	
	

	
	

	
	

	　
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	　

	
	


質　　問　　通　　告　　書
	
	№　　８

	提出年月日
	平成２９年９月４日
	議席番号
	６ 番
	氏名
	中　郡　一　彦

	大子町議会議長　　　鈴　木　陸　郎　　様

	質　　問　　方　　法
	総 括 方 式　　　　　一問一答方式　　　（一方を選択）

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	１．子育て支援住宅に
	①　利便性の良い地域では子育て支援住宅への入居者が多い。特に

	ついて
	　町外から移住してくる若い家族が増えている。今後も希望者が

	
	　多ければ子育て支援住宅を建設する考えはあるか。

	
	②　子育て支援住宅は，子どもが成人した後も住み続けることが

	
	　できるのか。また明確な規約や条件等はあるか。

	
	③　今後古くなってくる子育て支援住宅は，年月がたつほどメンテ

	
	　ナンスの経費がかかってくる。希望者があれば売却するような考

	
	　えはあるのか。

	
	④　今後住宅を建設する場合，メンテナンスの軽減を図り，安全面

	
	にも配慮した，設計を重視して建設すべきではないか。

	
	⑤　永住希望者に町で宅地を提供して住宅を建てて住んでもらうよ

	
	　うな区画を考えてはどうか。

	
	　

	２．観光振興について
	①　平成28年第３回定例会で質問した魅力ある観光についての中

	
	で，ジップラインやスパイダーロープの設置についての質問で「専

	
	門事業者に調査をしていただいて，可能性のある設置場所があるか

	
	など調査検討したいと思う。」との答弁をいただいたが，実際に調

	
	査検討を行ったのか，またこれから行う計画があるのか，現在の

	
	の状況を伺いたい。

	
	②　平成27年第２回定例会での観光振興についての質問で，花の

	
	　公園造りについて観光振興のために再度伺いたい。

	
	

	３．選挙の投票について
	　本町の選挙時の投票所は，現在町内３５箇所で行われているが，

	
	高齢化が進み利便性の良くない山間地域の高齢者は投票所に行くの

	
	に交通手段がなく困っている。今後，移動投票所や公用バスでの送迎

	
	など，何らかの方策を考えるべきではないか。


質　　問　　通　　告　　書

	
	№ 　９

	提出年月日
	平成２９年９月４日
	議席番号
	２番
	氏名
	　　須　藤　　明

	大子町議会議長　　　鈴　木　陸　郎　　様

	質　問　方　法
	　　　　　一問一答方式　

	項　目　事　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	１．ハイキングコースの
	奥久慈大子町は，急峻に富んだハイキングコースがあり初心者

	整備について
	ら上級者まで多くのハイカーが訪れている。それらハイキング

	
	コースの安全対策の取組みについて伺う。

	
	①　町が定めるハイキングコースは，どのくらいあるのか。また，

	
	年間に訪れるハイカーはどのくらいいるのか。

	
	②　ハイキングの人気が高まる中，コース整備やサイン整備につい

	
	ては，どのように行われているのか。

	
	③　本年5月，ハイキングコースで3件の山岳事故が発生したとの

	
	ことだが，詳細について伺う。また，過去5年間に起きた山岳事

	
	故はどのくらいあったのか。

	
	④　山岳事故防止のため，新たな取組みが必要であると考えるが，

	
	町の所見は。

	
	

	２．日本体育大学との協
	町は，地域における体育・スポーツ活動をより一層推進するため，

	定について
	本分野のエキスパートであり，地域活性化にも積極的に取り組ま

	
	れている日本体育大学と本年1月，体育・スポーツ振興に関する

	
	連携協定を締結した。町民のスポーツへの関心を高める絶好の機会

	
	と考えるが，今後の取組みについて伺う。

	
	①　協定書の内容とはどういうものか。

	
	②　小中学校や高等学校，体育指導員関係者の方からの意見を聴取

	
	し，相互の振興を図る必要があるのではないかと考えるが，町の

	
	所見は。

	
	③　専門的技術をもった方の指導を受けることは，技術面ばかりで

	
	はなく，健康の大切さや健康意識の高揚にもつながるものと考え

	
	られる。積極的に推進すべきと思うが町の所見は。

	
	

	３ 学校再編について
	現在，大子町立小中学校適正配置等検討委員会において，適正配

	
	置についての検討が進められている。町は，将来を見据えた学校

	
	再編のあり方をどう示していく考えか。

	
	①　教育長は，大子町の現状の中で適正規模や適正配置について

	
	どの様な考えを持っているのか。

	
	②　教育を考える意見交換会が行われたと聞いている。意見内容と

	
	今後の取組みは。


